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　2017 年 6 月 17 日（土）万国橋会議センター

において神奈川県支部総会が開催されました。

　定刻 14 時に石井渙常任幹事の司会により総会

が始まりました。宮原汎支部長の開会挨拶の後、

宮原支部長が議長となり、石原愛子副支部長から

の出席状況の報告をうけて提出議題の審議に入り

ました。（出席 11 名、委任状 14 名、　会員総数

35 名。出席率は 71.4％）

   第１号議案：「平成 28 年度事業報告及び
   計算書類（案）承認に関する件」
　あらかじめ送付された資料により、宮原議長か

ら 2016 年度事業報告の説明があり、また平田沙

織会計担当幹事より計算書類（案）について詳細

な説明が行われました。

　その後、決算内容に関する監査報告が阿部一雅

監査からありました。その後、宮原議長は裁決を

神奈川県支部会員に求めたところ、全員の拍手を

もって承認し、本件は可決されました。

　第２号議案：「平成 29 年度事業計画書（案）
　及び収支予算書（案）承認に関する件」
　本議案もあらかじめ送付された資料により、宮

原議長から 2017 年度事業計画書の説明があり、

それに基づく収支予算書（案）を平田沙織幹事に

より説明されました。その後、宮原議長は予算内

容について採決を求めたところ、全員拍手をもっ

て承認し、本件は可決されました。

　各審議事項の審議終了後、照屋行雄副支部長よ

り閉会の辞があり、定時会員総会は無事終了いた

しました。
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　６月度神奈川県支部

研修会は、2017 年 6 月

17 日（土）に万国橋会

議センター 404 号室に

おいて開催されました。 

若杉明会長による「日ユ

同祖論」をテーマに行わ

れました。

　「日ユ同祖論」は、若杉会長のご専門とは全く

関係のない意外なテーマではありましたが、日本

人のルーツを探るという点では、日本人なら誰で

も気になる内容であり、参加者は興味深々、熱心

に聴講していました。

　講演は、紀元前から始まるユダヤ人の流転の歴

史をひもとき、ユダヤ人の「失われた 10 氏族」

が日本に渡来して日本人の国民性に大きな影響を

及ぼしたかもしれない、という形跡の断片を現代

日本の日常の生活ぶり（古典や神社、祭事、言語、

天皇家など）の中に見つけ出し、具体的な例示と

共に若杉会長の一流のユーモアを添えた楽しい解

説が展開されました。

　主な内容は以下のとおりです。

①「ユダヤの失われた 10 氏族」の日本への渡来

のこと　

②秦氏（はたうじ）、のこと

③神社神道とユダヤ教　について

④祇園祭　のこと

⑤ヤマト言葉とヘブライ語　について

⑥日本人とユダヤ人、日本とイスラエルの色々な

共通性　について

　約 75 分の講演ののち、制限時間をかなりオー

バーしてしまうほど活発な質疑応答があり、参加

者のテーマへの関心の深さがうかがえた有意義な

研修会となりました。

　　　　　　　　　　　　　　（記録：石井　渙）

6 月度神奈川県支部研修会

（一社）日本経営管理協会
会長 　若杉 明 氏

日ユ同祖論

祝 米 寿
　研修会終了後、若杉明会長の米寿祝いの会を馬車道「わだつみ」にて開催いたしました。研修会参加

者は全員参加し、参加者全員で「米寿のお祝い」として色紙に寄せ書きをし、さらに三浦の魚料理と金

箔入りのお酒で乾杯をし大いに盛り上がりました。

若杉明会長
おめでとうございます！
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　EU（欧州連合）がガタついている。そもそも欧

州統合国（とか世界連邦）というような統治形態

は現実的だったのか。

　２回の世界大戦を経て EU の推進者たちは全欧

州の平和を願った。推進者、特にドイツ、フラン

スが目指すのは経済、通貨、政治、即ち一つの欧

州国の形成である。しかし６９年を経てこの遠大

な実験は失敗しかかっている。時の経過が大戦の

痛みを忘れさせたのか、超大国をはじめとして世

界的にナショナリズムが台頭してきた。実利主義

者イギリスの EU 離脱など不協和音が目立つ。そ

してアメリカのトランプ大統領の誕生である。

　私たちは、悲劇の記憶が生々しい間は再発防止

に全力を尽くすが、時がたつと経済・享楽に優先

順位が移る。やがて格差ができ、差別が始まり、

そしてまた争いが

起きる。個人でも

国家でもこのサイクルは似たようなものであろ

う。現代人の価値観ではこのサイクルを変えるこ

とはできない。100 年単位の話かもしれないが地

球規模で学校教育、社会教育を積み重ね、「差別」

を否定する意識改革を浸透させるほかに価値観を

変える方法はない。現時点では、その推進機関は

国連となろうが、うまく機能しているとは言えな

い。常任理事国制度の改廃など国連統治機構の大

幅な改革が必要である。

　何といっても EU は現代の最も大胆な政治的実

験である。傍から夢物語と揶揄されようが挑戦の

価値は大いにある。

どうなる EU（欧州連合）・・・ 石井　渙

　神奈川県支部の機関紙＜はばたき＞の俳句コーナーで 2009 年 4 月 1 日か

ら 8 年余の長い期間、内藤潮南先生に俳句のご指導をいただいております。7

月 31 日（月）に山田宏昌相談役、山田洋子幹事、石原愛子の 3 名で神奈川県

支部代表として内藤先生に日頃の感謝と御礼を申し上げました。内藤先生はご病気をされたと伺っておりま

したが、とてもお元気なご様子で安心いたしました。今後、内藤先生には俳句コーナーの添削のご指導は定

期的にお願いすることは止めて、お身体にご負担をお掛けすることがないようにしたいと思っています。

　最初はどのように俳句を作ったらいいか試行錯誤ではありましたが、内藤先生のご指導のお陰をもちまし

て「俳句を詠む楽しさ」を知ることができました。改めまして内藤先生に御礼申し上げます。（記：石原愛子）

内藤潮南先生にご挨拶

内藤潮南先生のご自宅に
お招きいただき、風情あ
る浅草でとても素敵なお
もてなしを受けました。
壁には有名な書家が書い
た内藤先生の俳句が掛け
られていました。
凍てつくし
　　阿寒の湖の毬藻かな

浅草の老舗の「今
半」ですき焼きを
ご馳走になりまし
た。 日 頃、 料 理 は
一切しないという
山田相談役の鍋奉
行ぶりはお見事で
した。内藤先生ご
馳走様でした !(^^)!
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　東京三大祭の一つと呼ばれる「三社祭」が、「夏」

の幕を開けるように盛大に行われた。三社祭は、江

戸っ子の誇りとする「祭礼」であるが、未だ「浅草

寺（観音様）の祭礼と間違える人もいるようなので、

祖父の代より三代続く江戸っ子（浅草っ子）の一人

として改めて知っていただきたい。

　三社祭は「浅草神社」の祭礼であり、浅草寺との

関係を知っていただくために、「浅草神社」の由緒に

ついて述べさせていただく。約七百年前、推古天皇

の時代、漁師の絵前浜成・竹成兄弟が隅田川で漁を

していたが、その日に限って一匹の漁もなく網に掛

かってくるのは、ただ「人型」の像だけであった。

　その像を何度も川に投げ捨て、場所を変えて網を

打っても掛かるのは不思議と人型の像だけであった

ので、最後な兄弟も不思議に思い、その像を持ち、

現在の駒形から上がり、槐の切り株に安置し、当時

郷土の文化人と言われた土師真中知にこのことを語

り、「像」の一見を請うたところ、土師はこれこそ聖

観世音菩薩の尊像と、自らも帰依の念信仏信たるこ

とを兄弟に告げ、諄々と功徳、お働きにつき説いて

聞かせた。兄弟は初めて聞く観音の現世利益である

ことを知り、信心の心を持ち「豊漁」を念じ、翌日

再び網を打ったところ、大漁を得ることができた。

　土師真中は剃髪し僧となり、自宅を改め「寺」と

し観音像を祀り、供養護持を行いながら郷民の教化

に捧げたと言われている。その後、土師真中知の没後、

間もなく嫡子が観音様のお告げを受け、三社権現と

称し、漁師兄弟二人と、土師真中知の三人を神とし

て祀ったのが、三社権現社（浅草神社）の始まりと

されている。「三社祭」は、この神社の祭礼であり、

社紋も三組の漁網を模ったものから作られている。

　「三社祭」は、このように「浅草神社」を祭神とし

たもので、現在では「東京最大」の祭礼となり、特

に本社神輿・一の宮・二の宮・三の宮の宮出し・宮

入りの当日には、氏子四十四町会の神輿百二十余基

の「連合渡御」の行われる時が最高潮となる。

　「三社祭」はあくまで「神事」として行われ、携わ

る者は神輿渡御に際しては「禁酒・揃い半纏・神輿

に乗ることは厳禁（神輿に乗り本社神輿の渡御が実

施されなかった年がある）。また神輿を見下ろすこ

とは「神」を冒涜するものとして注意される。この

ように三社祭は神事として、観光の対象と同時に浅

草では伝統行事として守り継がれている。また境内

には、＜女房も同じ氏子や除夜詣＞の初代中村吉右

衛門句碑他、久保田万太郎、川口松太郎、花柳寿輔、

河竹黙阿弥、初代市川猿翁等の各句碑、また粧太夫碑、

こち亀碑、百度石などがある。

　八十路とて浅草生まれ三社祭　　潮南

「三社祭」 内藤潮南
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